～はりきゅう理論～
【鍼の基礎知識】
＜鍼用具＞
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＜鍼の長さ、太さ＞

『管鍼法』
・長さ　1寸＝30mm　3分＝10mm　　ex)１寸６分＝30＋20＝50mm
・太さ　1番＝0.16mm　2番＝0.18mm（＋0.02mm）

『中国鍼』
・長さ　35号＝0.22mm　34号＝0.24mm（－0.02mm）
＜材質＞

[image: image1.emf]種類 利点 欠点

金鍼 柔軟性・弾力性◎　耐腐食○ 高価　耐久性×

銀鍼 柔軟性・弾力性○　安価 耐腐食×　耐久性×

ステンレス 刺入○　耐久性○　耐腐食○　安価 柔軟性・弾力性×


＜古代九鍼＞

[image: image2.emf]使用法 種類

破る鍼 饞鍼、鋒鍼（三稜鍼）、鈹鍼

刺入する鍼 員利鍼、毫鍼（現在の鍼）、長鍼、大鍼

刺入しない鍼 円鍼（小児鍼）、鍉鍼


【刺鍼手技】
＜鍼法＞


[image: image3.emf]創始者 使用鍼 備考

撚鍼法 不明 柳葉形 鍼管を使わない

打鍼法 御園意斉 スリオロシ形

腹証　勝曳の鍼・火曳の鍼・散ずる鍼・止める鍼・

胃快の鍼・吐かす鍼

管鍼法 杉山和一 松葉形 現在の主流

皮内鍼 赤羽幸兵衛 皮内鍼


＜押手＞

[image: image4.emf]左右圧（水平圧） 母指と示指で鍼体をつまむ力

上下圧（垂直圧） 母指と示指で刺鍼部位にかける圧

周囲圧（固定圧） 他の指全体で患者にかける圧


＜刺鍼中の手技＞

[image: image5.emf]名称 方法 刺激量 鍼管

単刺術 目的の深さまで刺入してすぐに抜く

雀啄術 刺入時又は刺入後、上下に進退させる

間歇術

目的の深さまで刺入し、半分抜いてしばらく留めてから再度

刺入を繰り返す

屋漏術

目的の深さまで1/3ずつ3回に分けて段階的に刺入・抜鍼す

る。それぞれの段階で雀啄を行うこともある

強

振せん術 刺入した鍼の鍼柄をつかみ振動させる

置鍼術 刺入した鍼をしばらく留める

旋撚術 刺入抜鍼時に鍼を左右交互に半回転させる

回旋術 刺入抜鍼時及び目的深度で１方向に回旋させる 強

乱鍼術 数種類の手技を併用する 強

副刺激術

（気拍法）

刺入した鍼の周囲を鍼管、指で叩いて刺激する ○

示指打法 鍼を刺入後、鍼管をかぶせて弾入の様に叩いて刺激する ○

随鍼術 患者の呼気時に刺入し、吸気時に止める。抜鍼時は逆

内調術 刺入した鍼の鍼柄を鍼管で叩く ○

細指術 弾入だけを繰り返して皮膚を刺激する 弱

管散術 鍼管だけを叩いて皮膚を刺激する 最弱 ○

鍼尖転移法 鍼尖を皮下に留めて鍼を縦横に動かし皮下を刺激する 強

刺鍼転向法 刺入した鍼を皮下まで引き抜き、方向を変えて刺入する 強


【鍼治療の注意点】
＜適応症と禁忌＞

[image: image6.emf]有効 術後・薬物療法後の吐き気や嘔吐、妊娠時の悪阻、歯科の術後痛

補助的

薬物中毒、脳卒中のリハビリテーション、月経痛、テニス肘、線維性筋痛、

筋筋膜性疼痛、頭痛、変形性関節炎、腰痛、手根管症候群、喘息



[image: image7.emf]禁忌 妊娠、救急事態、悪性腫瘍、出血性疾患


＜過誤と処置＞


[image: image8.emf]症状 処置 予防

気胸 安静 刺入深度に注意する

折鍼 体動を禁じる 反復使用を避ける、曲がった場合交換する

皮膚反応 経過観察

出血・内出血 圧迫止血 細い鍼を用いる、揉撚を十分行う

抜鍼困難（渋鍼）

副刺激術、示指打法、

置鍼術、迎え鍼

過度の回旋、一方向への回旋を避ける。体動を

禁じる

脳貧血 返し鍼 座位・立位は注意、刺激量を調節する

遺感覚 後揉法 後揉法を十分に行う
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※号数が小さくなると太くなる





強 引に刺入しないで頂 戴
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		種類 シュルイ		利点 リテン		欠点 ケッテン

		金鍼 キンシン		柔軟性・弾力性◎　耐腐食○ ジュウナンセイダンリョクセイタイフショク		高価　耐久性× コウカタイキュウセイ

		銀鍼 ギンハリ		柔軟性・弾力性○　安価 ジュウナンセイダンリョクセイアンカ		耐腐食×　耐久性× タイフショクタイキュウセイ

		ステンレス		刺入○　耐久性○　耐腐食○　安価 シニュウタイキュウセイタイフショクアンカ		柔軟性・弾力性× ジュウナンセイダンリョクセイ
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Sheet1

				創始者 ソウシシャ		使用鍼 シヨウハリ		備考 ビコウ

		撚鍼法 ネンシンホウ		不明 フメイ		柳葉形 ヤナギハガタ		鍼管を使わない シンカンツカ

		打鍼法 ダシンホウ		御園意斉 ミソノイサイ		スリオロシ形 ガタ		腹証　勝曳の鍼・火曳の鍼・散ずる鍼・止める鍼・胃快の鍼・吐かす鍼 フクショウカチヒキハリヒヒキハリサンハリトドハリイカイハリハハリ

		管鍼法 カンシンホウ		杉山和一 スギヤマワイチ		松葉形 マツバガタ		現在の主流 ゲンザイシュリュウ

		皮内鍼 ヒナイシン		赤羽幸兵衛 アカハネコウヘイマモル		皮内鍼 ヒナイシン
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		名称 メイショウ		方法 ホウホウ		刺激量 シゲキリョウ		鍼管 シンカン

		単刺術 タンシジュツ		目的の深さまで刺入してすぐに抜く モクテキフカシニュウヌ

		雀啄術 ジャクタクジュツ		刺入時又は刺入後、上下に進退させる シニュウジマタシニュウゴジョウゲシンタイ

		間歇術 カンケツジュツ		目的の深さまで刺入し、半分抜いてしばらく留めてから再度刺入を繰り返す モクテキフカシニュウハンブンヌトドサイドシニュウクカエ

		屋漏術 オクロウジュツ		目的の深さまで1/3ずつ3回に分けて段階的に刺入・抜鍼する。それぞれの段階で雀啄を行うこともある モクテキフカカイワダンカイテキシニュウバッシンダンカイジャクタクオコナ		強 キョウ

		振せん術 シンジュツ		刺入した鍼の鍼柄をつかみ振動させる シニュウハリシンペイシンドウ

		置鍼術 チシンジュツ		刺入した鍼をしばらく留める シニュウハリトド

		旋撚術 センネンジュツ		刺入抜鍼時に鍼を左右交互に半回転させる シニュウバッシンジハリサユウコウゴハンカイテン

		回旋術 カイセンジュツ		刺入抜鍼時及び目的深度で１方向に回旋させる シニュウバッシンジオヨモクテキシンドホウコウカイセン		強 キョウ

		乱鍼術 ランシンジュツ		数種類の手技を併用する スウシュルイシュギヘイヨウ		強 キョウ

		副刺激術     （気拍法） フクシゲキジュツキハクホウ		刺入した鍼の周囲を鍼管、指で叩いて刺激する シニュウハリシュウイシンカンユビタタシゲキ				○

		示指打法 ジシダホウ		鍼を刺入後、鍼管をかぶせて弾入の様に叩いて刺激する ハリシニュウゴシンカンダンニュウヨウタタシゲキ				○

		随鍼術 ズイシンジュツ		患者の呼気時に刺入し、吸気時に止める。抜鍼時は逆 カンジャコキジシニュウキュウキジトドバッシンジギャク

		内調術 ナイチョウジュツ		刺入した鍼の鍼柄を鍼管で叩く シニュウハリシンペイシンカンタタ				○

		細指術 サイシジュツ		弾入だけを繰り返して皮膚を刺激する ダンニュウクカエヒフシゲキ		弱 ヨワ

		管散術 カンサンジュツ		鍼管だけを叩いて皮膚を刺激する シンカンタタヒフシゲキ		最弱 モットヨワ		○

		鍼尖転移法 シンセンテンイホウ		鍼尖を皮下に留めて鍼を縦横に動かし皮下を刺激する シンセンヒカトドハリタテヨコウゴヒカシゲキ		強 キョウ

		刺鍼転向法 シシンテンコウホウ		刺入した鍼を皮下まで引き抜き、方向を変えて刺入する シニュウハリヒカヒヌホウコウカシニュウ		強 キョウ
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		有効 ユウコウ		術後・薬物療法後の吐き気や嘔吐、妊娠時の悪阻、歯科の術後痛 ジュツゴヤクブツリョウホウゴハケオウトニンシンジオソシカジュツゴツウ

		補助的 ホジョテキ		薬物中毒、脳卒中のリハビリテーション、月経痛、テニス肘、線維性筋痛、筋筋膜性疼痛、頭痛、変形性関節炎、腰痛、手根管症候群、喘息 ヤクブツチュウドクノウソッチュウゲッケイツウヒジセンイセイキンツウキンキンマクセイトウツウヘンケイセイカンセツエンヨウツウシュコンカンショウコウグンゼンソク
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		禁忌 キンキ		妊娠、救急事態、悪性腫瘍、出血性疾患 ニンシンキュウキュウコトタイアクセイシュヨウシュッケツセイシッカン
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		左右圧（水平圧） サユウアツスイヘイアツ		母指と示指で鍼体をつまむ力 ボシジシシンタイチカラ

		上下圧（垂直圧） ジョウゲアツスイチョクアツ		母指と示指で刺鍼部位にかける圧 ボシジシシシンブイアツ

		周囲圧（固定圧） シュウイアツコテイアツ		他の指全体で患者にかける圧 タユビゼンタイカンジャアツ
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		症状 ショウジョウ		処置 ショチ		予防 ヨボウ

		気胸 キキョウ		安静 アンセイ		刺入深度に注意する シニュウシンドチュウイ

		折鍼 セッシン		体動を禁じる タイドウキン		反復使用を避ける、曲がった場合交換する ハンプクシヨウサマバアイコウカン

		皮膚反応 ヒフハンノウ		経過観察 ケイカカンサツ

		出血・内出血 シュッケツナイシュッケツ		圧迫止血 アッパクシケツ		細い鍼を用いる、揉撚を十分行う ホソハリモチモネンジュウブンオコナ

		抜鍼困難（渋鍼） バッシンコンナンシブバリ		副刺激術、示指打法、置鍼術、迎え鍼 フクシゲキジュツジシダホウチシンジュツムカハリ		過度の回旋、一方向への回旋を避ける。体動を禁じる カドカイセンイッポウムカイセンサタイドウキン

		脳貧血 ノウヒンケツ		返し鍼 カエバリ		座位・立位は注意、刺激量を調節する ザイリツイチュウイシゲキリョウチョウセツ

		遺感覚 イカンカク		後揉法 コウジュウホウ		後揉法を十分に行う コウジュウホウジュウブンオコナ
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		使用法 シヨウホウ		種類 シュルイ

		破る鍼 ヤブハリ		饞鍼、鋒鍼（三稜鍼）、鈹鍼 ザンシンホウシンサンリョウシンヒシン

		刺入する鍼 シニュウハリ		員利鍼、毫鍼（現在の鍼）、長鍼、大鍼 エンリシンゴウシンゲンザイハリチョウシンダイシン

		刺入しない鍼 シニュウハリ		円鍼（小児鍼）、鍉鍼 エンシンショウニシンテイシン






